
（別紙様式４－１）                                     （県立高等学校・中学校用） 

（熊本県立湧心館高等）学校全日制 令和７年度（２０２５年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 
基本的人権の尊重に基づき、生徒一人一人に対して深い愛情と理解をもって、生徒一人一人

の教育的ニーズに応じた「最適な指導・支援や合理的配慮」を行い、徳（豊かな人間性）・体
（健康と体力）・知（確かな学力）の調和の取れた生きる力を備えた総合的人間力の育成に努
める。 

また、郷土に思いを馳せ、生涯にわたって郷土に誇りを持てる人材に育てる。 

 

２ 本年度の重点目標 
１ 確かな学力を育成し、自己実現を図る態度を育む 
２ 道徳性と豊かな情操を育む 
３ 心身の健康を自己管理する態度を養う 

 

３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 
評
価 

成果と課題 
大項目 小項目 
 
学校 
経営 
 

三課程（
全定通）
運営と学
校経営の
整合性を
図る 
適応指導
の充実 
 

本校のｽｸｰﾙﾐｯｼｮﾝ
が三課程で共有
化されているか
。課程間の連絡
、調整が継続的
に図られている
か。魅力的で特
色ある学校づく
りのための改善
が進められてい
るか。 

教務部・進路
部・生徒指導
部・保健部等
との情報共有
化連携を強化
する。 
三課程での連
携協力体制の
強化を図る。 

・三課程教頭間
で定期的に情報
交換を行う。 
・三課程の主任
主事等による教
育活動の調整を
図る。 

Ａ 定期的に三課程の教
頭及びゆうあい中教
頭と会議を設定し、
各課程の情報の共有
化を図ることで、各
課程の教育課程が円
滑に実施した。状況
次第では、三課程の
主任主事合同の会議
も実施して、行事の
調整を図ることがで
きた。 

学年及び関係す
る分掌部が連携
して具体的な取
組が進められて
いるか。 

新入生への年
間を通した適
応指導の充 
実。１年生の
転学・転籍・
退学者数割合
１０％以内。 

・生徒理解研修
の充実。 
・学年や各分掌
部が問題行動の
ある生徒や不登
校生徒に対し 
て、担任を中心
に組織で対応す
る。 
・定期的に合同
朝礼や合同終礼
を行うことで、
情報の共有化を
図る。 

Ｂ 1年生は入学当初、
授業への取組等で課
題があり、臨時で職
員会議・チーム会議
を実施した。生徒へ
寄り添う指導を心掛
け対応した。個別指
導を繰り返すこと 
で、授業への不安を
取り除くことがで 
き、具体的な目標の
構築にも役立つこと
ができた。 
１年生の転学等の割
合は、10.7％（１月
末）である。 

業務改善 
働き方改
革の推進 
 
業務改善 
働き方改
革の推進 
 
 

勤務時間を意識
して業務に携わ
っているか。 
仕事の優先度、
時間配分を考慮
して業務に従事
しているか。 
効果的な会議の
開催のために、
資料作成や運営
の工夫に努めて
いるか。 
教育課題の解決
に組織的に取組
んでいるか。 

全職員の１か
月の在校等時
間の総時間か
ら条例等で定
められた勤務
時間の総時間
を減じた時間
が45時間を超
えない。 
全職員の１年
間の在校等時
間の総時間か
ら条例等で定
められた勤務
時間の総時間
を減じた時間
が、360時間

・職員は勤務時
間に仕事を終わ
らせることを意
識して業務を行
う。 
・重要性や緊急
性を考慮の上計
画的に業務に当
たる。 
・会議の開催を
必要最小限にし
て、設定時間内
で最良の結論を
導く。 
・教育課題の解
決には、全教職
員が支援・サポ

Ｂ 通常の業務について
は、職員の意識改革
が進み、仕事の優先
順位や時間配分等を
考慮して業務を効率
よく進めることがで
きた。しかし、時間
外の割合を多く占め
る生徒指導や保護者
対応は依然として課
題を残す状況で、主
任・主事や担任等一
部の職員が年間360
時間を超過すること
になった 



を超えない。 ートを行い、組
織として対応す
る。 

 
学力  
向上 
 

主体的・
対話的で
深い学び
の授業の
実践 
 

主体的・対話的
で深い学びの授
業の実践 
が行われている
か。 

主体的・対話
的で深い学び
の授業ができ
るように教員
の資質向上に
努める。 

ICTを効果的に
活用したり、研
究授業等を行っ
たり、考査の評
価問題の工夫を
積極的に促す。 

Ｃ 公開授業週間と並行
して課題を決め、互
いの授業を見学する
週間を設けた。考査
に関しては促しが足
りなかった。 

本校のス
クールポ
リシーが
より体現
できるよ
うな教育
課程の編
成 
 

本校のスクール
ポリシーがより
体現できるよう
な教育課程の編
成を行ったか。 

進学、就職、
なりたい自 
分、興味関心
など、単位制
の長所を活か
した幅広いニ
ーズに対応で
きる教育課程
の編成を行 
う。 

教育課程検討委
員会を定期的に
開き、全教科で
教育課程の編成
を行う。 

Ｂ 定期的に開催して、
教育課程を幅広いニ
ーズにあわせたもの
となるよう編成を現
在進行で行ってい 
る。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

キャリア
教育の推
進 
 

社会経済の変化
を踏まえ、社会
的・職業的自立
に向けた能力・
態度が育成され
ているか。 
 

進路講話・職
場見学・進路
ガイダンス・
ボランティア
活動を通して
具体的イメー
ジ（職業観）
を持った生徒
の割合を80％
以上とする。 

・外部機関が主
催する事業や地
域・保護者及び
産官学との連携
を図り、校内の
取組を連動させ
て実施する。 
・キャリアパス
ポート記入を通
してＰＤＣＡサ
イクルの確立を
図る。 

Ｂ ３年生は就職ガイダ
ンスに参加し、応募
や内定につなげるこ
とができた。進学希
望者はオープンキャ
ンパスや看護体験に
参加して進学後の具
体的なイメージを持
ち、年内に全員が合
格できた。 

校内外の行事
や・インター
ンシップを通
して働くこと
の意味や意義
を考え、将来
の進路目標を
定めた生徒の
割合を80％以
上とする。 
 

職業講話等の事
前指導、事業所
との事前の打合
せや電話のやり
とり、礼状の送
付等を行う、活
動の中で学びを
得るようにす 
る。 
 

Ｂ 
 

校外行事やインター
ンシップは予定通り
実施できた。３年生
は、昨年度のインタ
ーンシップから就職
につなげた生徒がい
た。行事は学年と連
携してあまり行えな
かった。次年度は早
期計画や流れを明確
にしたい。進路目標
を定めている生徒は
76.2％（昨年度66.3
％）となった。 

働くことの意
義を理解する
とともに自身
の将来像を現
実的にイメー
ジし、行動に
移す生徒の割
合を80％以上
とする。 

進路・就職ガイ
ダンスに積極的
に参加する。望
ましい職業観の
形成を図り、進
路実現につなが
る積極的かつ具
体的な学習に取
組ませる。 

Ｂ 職業体験や職種のち
がい、スーツ講座な
ど、学年に応じた体
験ができた。進路説
明会などを通し、働
く意義を考える機会
があった。進路に関
して80％以上の生徒
が取り組めた。 

進路目標
の達成 
 

個に応じた進路
指導の推進が進
路目標の達成に
つながっている
か。 

進路希望調査
・適性検査な
どを通して進
路目標を設定
した生徒の割
合を60％以上
とする。 

・二者面談・三
者面談・進路部
面談等を計画的
に実施し各種調
査結果等を活用
して生徒の自己
理解に生かす。 
・キャリアパス
ポート記入を通
して自らの活動
を振り返る習慣

Ｂ キャリアサポーター
面談や進路活動後の
アンケート入力を通
して振り返りを行う
ことができたが、目
標設定までには至っ
ていない。キャリア
パスポートの記入を
６回行い生徒が振り
返りを行う機会を作
ることができた。 



を付けさせる。 
基礎的な学力の
向上を図るとと
もに、進路情報
の提供と進路別
学習機会の充実
に努め、生徒の
進路選択の幅を
広げられている
か。 

学校評価生徒
アンケートで
「学校が進学
や就職に関す
る情報や資料
を提供してく
れている」と
回答した生徒
の割合を80％
以上とする。 

・「高校生のた
めの学びの基礎
診断」を利活用
し、個に応じた
学習指導や進路
指導を行う。 
・学びなおし教
材を１年生の授
業で活用する。 
・ＩＣＴを活用
した情報収集や
学習、情報の受
発信ができるよ
うにする。 
・授業改善を図
るための職員研
修を実施する。 

Ｂ 放課後学習会の実施
、個に応じた添削指
導、面接指導などを
定期的な指導に繋け
る計画ができた。Ch
romebookを活用した
進路希望調査、３年
生の志望理由書提出
など行うことができ
た。求人の閲覧・検
索ができる「Handy
進路室」や進学希望
者への模擬試験対策
などもできた。進学
希望者対象にクラス
ルームを設けて、模
擬試験前の課題配信
等を行った。 

 
生徒  
指導 
 

基本的生
活習慣の
確立 
 

生徒が社会に適
応できる生活を
しているか。 

遅刻、欠席、
整容面での指
導件数を減少
させる。 

・当たり前の行
動に対する意識
を向上させる。 

 
Ｃ 
 

・今年は特に1年生
の遅刻と整容面での
指導が上手くおこな
えなかった。 

自校愛の
向上に向
けての意
識つける 
 

規範意識の高揚
、友愛・連帯の
精神を養おうと
しているか。 

生徒総会を年
間１回開催す
る。委員会活
動を毎月開催
する。 

・生徒総会を実
施し生徒の自主
性を伸ばす。 
・委員会活動を
実施することで
委員会活動の活
発化と自発的行
動欲を向上させ
る。 

 
 
 
Ｂ 
 

・学校内行事等での
生徒会の活動が、年
々機能しているよう
である。 
・かぎられた委員会
だけではなくすべて
の委員会が先導でき
る活動が今後の課題
である。 

相手を尊
重し、互
いに協力
する態度
や心の育
成 

お互いを尊重 
し、協調しなが
ら生活すること
ができている 
か。 
 
 

特別な指導の
対象となる生
徒の数を減少
させる。 
 

・行動を起こす
前に気づかせる
指導を行う。 
・SSWやSCと連
携を図る。 

 
 
Ｃ 
 

・1年生での人間関
係から来る問題が多
かった。 
・課題としては早い
段階からの心のセミ
ナーなど、心の教育
が必要だと感じた。 

命を考え
た交通マ
ナーの確
立、交通
法規の理
解と交通
マナーの
向上 

交通マナーの意
識が向上してい
るか。交通事故
・違反が減少し
たか。無施錠自
転車が減少した
か。 

自転車通学生
のヘルメット
着用義務化に
向けて着用率
を増やす。交
通事故発生件
数の減少と二
重ロックの達
成率を90%以
上にする。 

・交通安全教育
講話の実施と交
通委員会の活動
の充実を図り、
ヘルメット着用
を呼びかけてい
く。 
・二重ロック及
び無許可自転車
指導を徹底す 
る。 

 
 
Ｂ 
 

・大きな事故等は報
告されていないが、
学校から離れた場所
での交通マナー等は
課題がある。 
・相手だけではなく
自分自身の将来に関
係することを学ばせ
ていきたい。 

人権教
育の推
進 

人権の重
要課題の
学習 
 
 
 

・人権尊重の精
神に立った学校
づくりを推進し
ているか。 
・生徒と教職員
が共に人権教育
における重要課
題を理解し、日
頃の教育に実践
しているか。 
・差別する側の
差別意識からの
解放という視点
を持ち続けてい
るか。 

・ＬＨＲの時
間を活用し、
て各学年で同
和問題や水俣
病事件などの
重要な課題に
ついて学習を
深める。 
・生徒向け人
権教育講演会
を開催し、人
権教育におけ
る重要課題に
ついて理解を
深め意識を高

・ＬＨＲの時間
を活用し、重要
課題について共
通理解を得たう
えで意見を述べ
合い、各人およ
び集団としての
考えを深める。 
・年に１回、生
徒向け人権教育
講演会を開催す
る。 

 
 
Ｂ 

・水俣病問題及び「
言わない･書かない･
提出しない」取組に
ついては、指導案・
教材ともにアップデ
ートを行った。(熊
本県人教「きずな」
2020年改訂版を主に
用いた。) 
・講演会においては
環境問題も絡めて講
師と密に意見を交換
し、生徒たちが他人
事ではなく自分事と
として考えることが



める。 できるように働きか
けた。 

・すべての教育
活動の中で、「
命を大切にする
心を育む指導」
の視点に立った
教育実践がなさ
れているか。 
・具体的かつ多
様な指導を通し
て命を大切にす
る心や他者に共
感する心を育ん
でいるか。 

・すべての授
業で、命を大
切にする心を
育む授業を取
り入れること
で、生徒が自
他の特性を自
覚し主体的に
学習に取り組
めるように授
業の工夫や改
善を行う。 

・生徒が多様な
学びの中で自他
の特性を自覚し
て、主体的に学
習に取り組める
授業への工夫・
改善を各教科担
当者が行うよう
推進する。 
・人権啓発作品
作成の取組やそ
の応募等によ 
り、共感する心
を確認する。 

 
 
Ｂ 

・啓発資料等のデー
タ化とその紹介とい
う点では、推進を図
ることができたと思
われる。 
・１年生の人間関係
づくりにおいては、
啓発と意識変革の面
で大きな課題を残し
た。 
・作品づくりとその
呼びかけという部分
では弱さを残したの
で、長期休暇中の課
題等とのコラボレー
ションを今後図るよ
うにする。 

命を大切
にする心
を育む指
導 

・すべての教育
活動の中で、「
命を大切にする
心を育む指導」
の視点に立った
教育実践がなさ
れているか。 
・具体的かつ多
様な指導を通し
て命を大切にす
る心や他者に共
感する心を育ん
でいるか。 

・すべての授
業で、命を大
切にする心を
育む授業を取
り入れること
で、生徒が自
他の特性を自
覚し主体的に
学習に取り組
めるように授
業の工夫や改
善を行う。 

・生徒が多様な
学びの中で自他
の特性を自覚し
て、主体的に学
習に取り組める
授業への工夫・
改善を各教科担
当者が行うよう
推進する。 
・人権啓発作品
の作成に取り組
むことにより、
自他を大切にす
る心を育む。 

 
 
Ｂ 

・啓発資料等のデー
タ化とその紹介とい
う点では、推進を図
ることができた。と
思われる。 
・人権教育講演会の
内容は身内との関係
から地球規模の環境
問題までをカバーす
るものであり、この
項目に充分応えるこ
とができたと考えら
れる。 
・作品づくりとその
呼びかけという部分
では弱さを残したの
で、長期休暇中の課
題等とのコラボレー
ションを今後図るよ
うにする。 

いじめ
の防止
等 

いじめ防
止対策委
員会を核
とした職
員間の連
携 
 

担任・学年団・
関係者からの「
いじめ」の情報
を逃さないよう
に初期対応がで
きているか。共
有した情報をも
とに学校内で連
携が成されてい
るか。 

いじめ「０」
を目指すので
はなく、見逃
し「０」を目
指す。 
いじめ防止に
係る初期対応
を速やかに行
う。 

・いじめ問題へ
の対応マニュア
ルの職員への周
知を図り全職員
で共通理解と防
止に取り組む。 
・LHRでいじめ
に関する時間を
設けていく。 
・心のアンケー
ト実施後、また
は、いじめが疑
われる事案を察
知したら、速や
かに担任は生 
徒への聞き取り
を行う。 

 
 
Ｂ 
 

・いじめを「０」に
することはできなか
ったが、初期段階で
の職員間での情報共
有はできていたよう
だ。 
・今後は各授業をは
じめ、すべての学校
現場の時間で、いじ
めや人権尊重の意味
を含んだ生徒との対
話を職員が心がけて
いきたい。 

心身の
健康、
性教育 

望ましい
生活習慣
の定着化
を図る。 
 

自分の生活習慣
に関心を持ち、
行動変容への意
欲を高められた
か。 

自分の生活習
慣に関心を持
ち、改善して
いこうとする
生徒の割合を
80％以上とす
る。 

・保健だより作
成（年６回）及
び文化祭発表を
実施し、望まし
い生活習慣につ
いて啓発を行 
う。 

 
Ｂ 

保健だよりを年６回
発行し、文化祭発表
ではスマートフォン
の長時間使用による
心身への影響につい
て啓発を行い、望ま
しい生活習慣への変
容を促した。各種講
演会を企画し、97.4



％の生徒が今後の生
活に活かしていきた
いと答えた。 

性に関す
る正しい
意識の定
着や向上 

生徒の実態に沿
った集団指導の
実施や必要に応
じて個別指導を
実施でき、性に
関する興味関心
を高められた 
か。 

性教育講演会
や性教育推進
週間を実施 
し、内容の理
解ができた生
徒が80%以上
とする。 

・性教育推進週
間及び性教育講
演会を実施す 
る。  
・健康観察の実
施の結果、個別
指導が必要な生
徒への対応を行
う。 

 
Ｂ 

性教育講演会を実施
し、90％の生徒が思
春期のこころと性に
ついて理解が深まっ
たと答えた。性教育
推進週間では、朝読
書で生徒の実態に沿
った記事を読ませ
た。性に関する相談
は適宜個別に指導し
継続した対応を行っ
た。 

地域連
携(ｺﾐｭ
ﾆﾃｨ･ｽｸ
ｰﾙなど
) 

熊本地震

を教訓と

して、災

害時の地

域との連

携体制の

構築や防

災教育の

充実。 

学校運営協議会
を通して、関係
機関と連携しな
がら、防災対策
について整備を
進めるとともに
、防災教育の充
実が図られてい
るか。 

１年間でスモ
ール訓練を３
回、避難訓練
を１回実施す
る。熊本シェ
イクアウト訓
練を１回実施
する。 
３課程防災係
が協力して「
ぼうさい通信
」を毎月発行
する。 

・学校運営協議
会を開催して各
委員よりご意見
を伺い、地域防
災や防災教育に
ついての取組を
充実させる。 
・避難訓練の実
施やぼうさい通
信の発行によ 
り、生徒・職員
の防災意識を高
める。 

 
Ａ 

各取り組みについて
は、年間計画通りに
実施できた。スモー
ル訓練・三課程合同
避難訓練についても
、防災担当者からそ
の都度、生徒の心を
育む講話を行った。 
また、学校運営協議
会の各委員からいた
だいた情報を地域防
災、学校の防災教育
に活用できるよう取
り組んだ。 

開かれた
学校作り 
 

広報活動を効果
的に実施してい
るか。 

中学校への情
報発信を充実
させる。 
各家庭に学校
の教育活動の
理解を図る。 
ホームページ
を速やかに更
新する。 
災害対応、重
要な連絡等を
早く、確実に
伝える。 

・体験入学や中
学校での高校説
明会、中学校訪
問を充実する。 
・湧水（学年広
報誌）を３ヶ月
に一回発行す 
る。 
・学校ＨＰを速
やかに更新す 
る。 
・情報発信にお
いて「すぐーる
」を活用する。 

 
Ａ 

学年広報通信「湧水
」は、計画通りに発
行できた。学校行事
や各部活動等につい
随時更新して学校の
活動を紹介できた。 
また、緊急連絡及び
育友会からの連絡、
奨学金・進路関係の
案内をすぐーるを活
用しておこなった。 

地域社会に、学
校をＰＲしてい
るか。地域に貢
献しようとする
生徒の態度が育
まれているか。 

ボランティア
活動への生徒
の積極的な参
加を目指す。 

・校内や地域の
ボランティア活
動に関する情報
提供を行い、生
徒の意欲的な参
加を促す。 

 
Ａ 

ボランティア活動に

ついては、高い意識

を持って積極的に地

道に取り組み、自主

性を育んでいる。 

 

４ 学校関係者評価 

（１） 本校の学校運営及び教育活動の取組とその成果について、保護者、生徒へも高い評価 

をいただいていることに賛同をいただいた。 

（２） いじめ問題の各課程の対応について、以前と比べて現在は直接的な対人問題より、Ｓ 

ＮＳを通じた誹謗中傷が多く、加害者から被害者へ変わることもあり、複雑な問題となって 

いる。各課程で共通したことは、できるだけ早期発見し、先生方の丁寧な対応が大切である 

こと。関係機関との連携も踏まえた学校組織としての取組や対応の充実について言及され 

た。 

（３） 高校を卒業して社会に出ると、いろいろな人々とコミュニケーションをとって、良好 



な人間関係づくりが求められる。高校生時に、人間関係のスキルを身につけることが大切で

ある。本校は３年生時の進路活動を準備として、外部講師を招いて面接指導を行っているこ

とを評価いただき、インターンシップ等の外部への活動を推奨された。また、部活動におけ

る人間関係作りを積極的に勧められた。 

（４） ホームページ積極的に更新し、閲覧数を増やすことで多くの人に学校のアピールを行 

うことの大切さの助言を受けた。 

（５） 地域を代表される繁栄会の委員の方から、学校の活躍の場を提供する意味で、祭りへ 

の太鼓部の参加、ボランティア部の準備設営など協力を求めている。今後とも、継続して協

力して、学校と地域の活性化につなげていきたいという意見をいただいた。 

 

５ 総合評価 

（１）学校評価アンケートの結果からも、本校の学校運営及び教育活動の取組とその成果につ

いて、全体的に保護者、生徒へも高い評価をいただいていることがわかる。先生方の授業につ

いて、ＩＣＴを効果的に使ってわかりやすい授業に取り組んでいることに評価があるようであ

る。公開授業だけでなく、先生方の情報交換も積極的に行ったことも良い方向に進んでいるよ

うである。 

（２）具体的な目標の中で、新入生への年間を通した適応指導の充実とある。新入生の中には、 

授業への取組や学校生活における生徒指導において問題を抱えている生徒がいる。学年部と生

徒指導部が連携して会議を重ねて対応したり臨時で職員会議を実施し、全職員で協議したりし

て、生徒へ丁寧な指導を心掛けた。授業やカリキュラム取得について、個別指導を繰り返す事

で、授業への不安を取り除くことができた。 

（３）キャリア教育の推進について、１年生はグランメッセ熊本で開催された進路ガイダンス

に参加し、具体的な進路目標を意識することができた。２年生はインターンシップ実習を通じ

て勤労観を養い、進路目標の構築につなげることができた。３年生は、進学希望者が例年より

多く、オープンキャンパスや看護体験実習を行い、進学の準備を積極的に行って進路決定に向

けて頑張った。 

（４）いじめの防止について、いじめ防止対策委員会を核として、職員間の連携に取り組むこ

とができた。学年団からの情報から、聞き取り、職員間の情報共有、保護者への説明等を丁寧

に取り組んだ。 

（５）生徒や保護者のニーズに合わせた教育活動のあり方について社会や環境の変化に応じた

学校運営が求められる。また、部活動の活性化や学び直しの視点など学校の魅力化発信にも引

き続き努めていく必要がある。 

（６）ボランティア活動においては、今年度も多くの活動実績を残し、地域の祭りの準備設

営、湧心祭における「服のチカラプロジェクト」、「県立高校学びの祭典」でのスタンプラ

リー補助など、今年度も多くの活動実績を残した。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 

（１）主体的・対話的で深い学びの授業の実践のために、ＩＣＴを効果的に活用し、生徒一

人一人に応じた指導・支援を実践し、学力の基礎・基本を定着させる。探究的な学びを教科

・科目で連携を取りながら行っていくために、各教科で協議する体制に加え、他教科との連

携を深めて協議する体制づくりに努める、公開授業週間を強化して教科横断的な学びの充実

を図る。 

（２）単位制の授業を行い、個に応じた指導、生徒が主体的に学び、目標を持つ事で楽しく

充実した学校生活を送り、基礎的・基本的な力の習熟を図るため、１年時はほぼ必修科目で 

あるが、入学後にカリキュラムガイダンスとカリキュラム説明会を実施し、生徒自身が２年

から３年時のカリキュラムを選択して、各自の時間割を作成する。個別指導など丁寧な指導

を行い、生徒一人一人に応じた丁寧な指導でカリキュラムを作成し、生徒が主体的に学び、

目標を持つ事で充実した学校生活を送ることを目指す。 

（３）キャリア教育の推進ため、今年度実施した各学年の行事を踏襲し、生徒が社会的・職

業的自立に向けた能力・態度を育成する。また、キャリアパスポート等を活用し、きめ細か

な系統的な進路指導により、生徒が自己の特性を知り、将来に対して目的意識を持って、自



己実現を図る。 

（４）基本的生活習慣の確立のため、社会規範を遵守する態度を育み、時間厳守等の基本的

生活習慣の確立に向けた生活指導を推進する。 

（５）コミュニティスクールを推進し、学校運営に地域の声を生かし、地域と一体となって

特色ある学校づくりを進めていく。近隣学校との連携を図るとともに地域防災の中核を担 

い、災害に備える訓練と災害発生時の対応について地域住民に貢献する。 

（６）教職員の働き方改革の推進。学校運営を支える教職員の働き方改革の取組は引き続き

重要な課題である。学校独自の業務については、合理化や平準化を進めることで軽減が進ん

でいる。教職員の心身が健康な状態で生徒、保護者に接する時間を十分に確保するためにさ

らなる業務の見直しや、保護者、同窓会、地域からの教育活動に対する支援体制を活用し、

チーム学校としての機能強化を推進していく。 

 


